
 

 

 

 

 



【傾向分析】 

 

開幕日の中山芝は、かつてない高速馬場。 

中山金杯は過去１０年で最速タイムの１分５８秒台、 

上り最速は３３秒６と言う異常なタイムが計測されました。 

 

同じような馬場になるなら、 

父か母父にディープ系かキングマンボ系の血を持つ馬に注目。 

（注目血統欄の赤文字表記が該当馬です） 

 

レースの好走血統としては、サンデー系とミスプロの 

組合せになる配合馬が、過去１０年で１５頭馬券になる 

最強配合になります。 

（今年は４枠の２頭が該当馬になります） 

 

前走傾向として、最も回収期待値が高いのは 

「赤松賞（１勝クラス東京１６００ｍ）」で３着以下に 

負けていた馬の巻き返しパターンになります。 

↓↓↓ 

【２・３・０・９/１４】 

勝率１４.３％ 単回率２９７％ 

複率３５.７％ 複回率１５４％ 

（今年の該当馬は５番ティンク） 



 

【予想見解】 

 

◎３番マスクオールウイン 

父：ドレフォン（米ストームバード系） 

母父：ハーツクライ（Ｔサンデー系） 

祖母父：欧ダンチヒ系 

 

ドレフォン産駒は１２００ｍよりも 

１６００ｍ向きで、中山１６００ｍが最適舞台。 

 

母はマイルで１勝。 

祖母は仏国の３歳牝馬の２４００ｍ重賞ウイナー。 

 

短距離要素が皆無の牝系でもあり、 

馬体も中距離向きのフォルムで、ストライドも大きく、 

むしろ１２００ｍで強いのが不思議な存在。 

 

高速馬場に向く血統構成であり、 

距離延長によるパフォーマンスアップも期待出来そう。 

 

マイル戦は新馬戦以来になりますが、 

その新馬戦で３着以内に入線した３頭が 



その後に重賞で好走しているように、 

非常にレバルの高いレースでした。 

 

そこで４着の実績は、このメンバーに入れば 

胸を張って良いものでしょう。 

 

 

★５番ティンク 

父：ダイワメジャー（Ｐサンデー系） 

母父：レモンドロップキッド（米キングマンボ系） 

祖母父：ダンチヒ 

母は米国の３歳牝馬重賞を３勝。 

 

Ｐサンデー系×キングマンボ系の配合は、 

１９年の２着馬ホウオウカトリーヌと同じ配合。 

 

フェアリーＳは父か母父に 

キングマンボの血を持つ馬が優秀で、 

昨日の当コースＯＰ特別ジュニアカップでも、 

母父にキングマンボ直仔を持つ５人気が２着に好走。 

 

母父にレモンドロップキッドを持つと、 

マイル戦で先行して押し切る競馬が得意になる傾向があり、 



父も先行押し切りを得意とするダイワメジャー。 

 

前走のマイル戦は東京のスローペース瞬発戦だったために 

切れ負けしましたが、持続力勝負になりやすいフェアリーＳなら 

巻き返す可能性が高いでしょう。 

 

 

注４番メイショウヨゾラ 

父：グレーターロンドン（ディープ系） 

母父：ヨハネスブルグ（米ストームバード系） 

 

昨日のジュニアカップで５人気２着に好走した 

チャンエルトンネルがグレーターロンドン産駒。 

 

ちなみにグレーターロンドン産駒の中山１６００ｍは・・・ 

↓↓↓ 

【２・２・３・２/９】 

勝率２２.２％ 単回率３０４％ 

複率７７.８％ 複回率２４５％ 

 

 

☆１２番ジークルーネ 

父：キズナ（ディープ系） 



母父：シンボリクリスエス(欧ロベルト系） 

祖母父：アドマイヤベガ（Ｌサンデー系） 

ソングライン、ディアドラの出身母体であるソニンク牝系出身。 

 

ダービーで心不全により亡くなったスキルヴィングの妹。 

本質は東京向きかも知れませんが、今の高速馬場なら中山でも要注意です。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

３番・４番・６番 

３連複フォーメーション２６点 

４－３・６－総流し 

 

くまもん馬券 

複勝５番 

 

馬連・３連複 

３－４・５・６・９・１１・１２ 

 

ワイド ３－１・２・４・５・１２・１４ 

 


